
【別添様式②】
下記注意事項を確認したうえで下記A、Bの羅針盤を作成し、構想調書へ貼り付けを行うこと
※自身の考える適切な観点への変更を行う場合は、C15-19およびC32-36セルを"上書き"編集のこと
※自身の考える適切な観点の追加を行いたい場合は、事務局に問い合わせること
※入力可能セル以外は編集しないこと、また行・列の追加を行わないこと
※各点数は0.0-5.0の範囲で入力すること
※【様式2】構想調書には、罫線範囲を選択・コピーの後、図（拡張メタファイル）形式にて貼り付けのこと
※点数の記入順が昨年度までから少し変更されているため注意して記入すること

入力可能セル

A：【様式2】構想調書(1)-① における現状の羅針盤

観点 点数
現状

多様性と卓越性 0.0
社会実装・イノベーション 0.0
研究環境（研究支援体制等） 0.0
マネジメント（経営力） 0.0
地域貢献 0.0

B:【様式2】構想調書(5)-① における強化後の期待される状況を示す羅針盤

観点 点数
現状 採択後

多様性と卓越性 0.0 0.0
社会実装・イノベーション 0.0 0.0
研究環境（研究支援体制等） 0.0 0.0
マネジメント（経営力） 0.0 0.0
地域貢献 0.0 0.0
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